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1. はじめに 

電磁気学は理系の必須科目であり、多くの教

科書[1]が出版されている。しかし、いくつか

の大学で電磁気学に関連した講義を行う中で、

一般に用いられているスタイルには多くの問

題があることに気づいた。本報告では、従来の

スタイルの問題点を整理し、物理の根本原理か

ら始める進め方を提案する。このスタイルは、

電磁気学に十分な時間を割くことができない

非電気系学科への対応を意識している。 

2. 問題の所在 

一般的な学習スタイル(シラバス・目次)の問

題点を下記にまとめる。図 1 に、多くの教科

書で採用されている授業スタイルを示す。A,B,

等は細目を示し、破線枠は中項目を示す。 

(1) 静電場・磁性体、電磁誘導などの各論を個

別に扱い、基本法則(マクスウェルの方程式)

はその集大成として最後に提示される。各

論の位置づけは最後に至らないと判らない。 

(2) 物質の構造に関する知識の乏しい時代の

定式化が踏襲されている。EDHB 体系で書

かれたマクスウェルの方程式が本質的なも

のなのか、電気工学などにおいて扱いやす

い表現にした方程式なのか、理解しにくい。 

(3) 従って、電磁気学の全体像を理解するまで

多大な時間を要する。 

・付記 電場と磁場のもっとも根源的な関係が

無視、もしくは軽く扱われている。 

3. スタイルの改革案 

図 2 に、非電気系向け授業の案を示す。 

(1) 電磁気学の全体像から開始する。真空中の

マクスウェルの方程式をまず提示する。 

(2) マクスウェルの方程式に沿って各論を位

置づける。枝分かれした各論は、クラスの

必要度に応じて取捨選択する。 

(3) 物質(電束 Dと補助磁場 H)は、真空中のマ

クスウェルの方程式に各論として導入する。 

・付記 相対論に基づく電場と磁場の関係を紹

介する。「電流と一緒に動く座標系ではどう

見えるか？」という問いかけだけで十分。 

4. まとめ 

当初、非電気系の授業スタイルの検討であ

ったが、電気系においても有力と考える。 
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